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I i可fr：そJi、と（；＇；＼＇i!JH
I i/ i'i ,)i, j' ,)¥; :'r 
I ；：＇，十「i子fer,
IV ＇.蛇「、f,iτ；λ1と；－，rノt/', 
:t 仁 ct; ；ニ
fl本における知識人♂）；軍部jがラ 仁うヤく；／＼~γ｛詰
l司i:1、， よI~＇と義諸同：こも時倣1 、.＇： I J了I'. '.: 'Jc~ 
1,Llーることの！召主主に＇~しん号、 会fitょ； 7人 j/J 白人 Lハ
;I':でJt，、二「｝己 li tじしのたlりliOi , jノたく！ よこれい
街（fr{1こM;n：：.什そ li「，＇，：から， ふる 4".＇；、 j"(';(,1,;,'i/J込
！前/lてゆ：がけ二三士 t(/,>' ，＼へとL、三 i ' : ，＇λ・， 
1ザ＇jf.71とし，：・ i/ I 辺全 i宝ド ;ff;Jヤγイ）ノ＇.｝~＇；で Ii：·＼＼を Ii{;
〈わごみら＇，＇ た九一t「》 .・i,.'1侠械的（r(Jf i、Fi主企
河1¥IJから f；し／〉；十九 iL, r主U、しそ.・） （：八、•）て L 主
》た 1 もはや恒，；干Fは発見＇'t’として c'lf/t','flj•l をよ｝
十》；tてて＇.. :t ご、い ζJi）、c＇）上与でふ. > ／：こr ヤ七、六、
ぐ＇ J jたく Lたちは理1命的な準備i,t仁迎、主よ， 子
探けで.1l村ν？）実態調査へと血路をひら L、日、つ
三、 1%:1年，1「J, ｜アン、ア諸i王iの良村経済情造J
と、、う研究ケ ・L... ；＂士紡或した 4いにくした人i士、
主fJ見'.J;[ui経1キ！主1系企ーさざるどけ jしH三的i二険討す
ることから！t＇，百す＇.：： < ' fl却阜両／.f/J?:ltf＼月潟村に
おいて実態前査会行な yた f＇：）。研究 j}i去におけ
る理論的な不卜分さ 11:, ；~村経済情i告 [I）明確な恒





















μ制＇t(Ji:'/' i誌の.., r 上、 ,Yうヒ℃も／（く，i,-典v反応i、
店、／：かんi’1li1i¥前企ふり｝’存として L.t , fこ近代理l，お
（！） 二＞ ・cふり，と I)A，け第三次限界大戦後，仁！然Fト
J主／：ル，＇） /JU：よを JとしI ＼主【t も t， 二 jメ卜i 会［•＇／：壬 L て μ ）イI '[ 
｛？千 Jぐ it:
/J R 二Jl}J／）、i二Jι，巨ぞあf》うと「，／L; fす之：， I tと、 前l
















1 I、－／， I 、，
〔ノ i1' J ぜ んl 、 その山題点七千もとにふら i11i 物 J(i~
と経験批判論一泊、九検討してみようけ L一二ン，1
物質に／パ、て次のように規定してし、るし、:Jic, 
ill 物＇f1~ f上J古（th＇心妙、立して ｛（：Eしたかん，
感覚， --: -, -:II.'• ’G ぎわ， ）ズI史，＼；JIる’？：者lUドJ't{1
’＇ ' ＇（，）＇入1,
:'.!1 ！必覚、思＋J, 店、議h上特殊なれも)jご組織，＼ ,1
た物嵐山:t{,¥:i¥Jの所産である。
二び）J:¥;i ;¥' Lーニンは知「〉ない二とに＇ ) ＇、 CJ計J ' 
て、、る〈／）てふるけ 少しi栄く考えてみれば，／）均、るよ
うに『 IJ、，i（υ）｛｛在［；む識も物｝長.＇！）を先験的に J，~定 L
J仁司、こと；二（士， 本守口か，t!i:，識の外に独、立 LC{{(H 
:, ＇ウミど .－） ；う"I'’lj’七できな、はずで；（；， (,' 物＇[Tc1 J {[{E 
をいJ:;とL<:" I る，1,t,レ一二ンし／｝ぷぷに；； /J・／1:I‘， Ii: 




’〉．、之 v' ふィJ ことが［lj,- ;) '. ' 5 」Lζ↓j、来，
二：＇）正、Ii'J (i(I：によ J , C (/Jiげ「されくJ 二と山1：い喝 l!日
｜！と LCV＇物訂 !;f'Z （刀：識かんio1!i'1L，七作it；的文・｛F.土
（てのj i二＇）、 てねi:L4－ふこといがいIi色i二ts.》7こn
現主：の生le~ J品f'U,・ ，－，生存rl-'1された！；＜＿＼；党ムシ止：；誌によ
って了解にされうるJ‘ぎりでし＇＞｛子：｛＿［＇.： :t ！； く，
1・ f卒、 立ぷてつ感覚カ a（） 全く独立に存在中る ιのと
しての物自を確認するためには， )(,f i'1 口lt'Jぞ」勺




,, ，み噌コ I. iう， L, こうしてたど り－) , た物／~主観は









物'l'H斗ど U：、人！日j ／；・そ（／）生命活動によって i'.J~＼を対
'J, {l: L , 人1/t]fドj！＇！然を創出する均、ぎりに才 jLγどの
Jr, r1ι＆r羽子Iーするにすぎないのである。わたくし
たには理性の地平の向こう側に人間の自然的なあ
:J }fがその上主人間的なあり方になっ亡おり， /J 
れに Jご , C J'l然が人間となってレる世界の存在全
／こ刀為f：均、ヲ－1,iBしうる j二けのこ tてあるじところカペ
このi戸1j1f全強引にも科学と実践とによって結びつ
f f、 みせかけの自己透過けを与えたのが， レ』ーご二
L以後J)＇.、わゆる唯物 ft'-J1E法である。 ［工ン千二L
'/ I rベデ 1Iヤ iトイ、ソ・イテオロギーj を山；＇，：，／v
でL、；i-/J、，》？こし←二ン -/J~, 政治的必要から苫：き，
イミ~日丘 iこも犯してし士ったi洪りを， ミ一千ンベ》ス
γ－ ¥) L 点‘が；｝~tLJ 生産し、 流出とL，神聖化したc
p ：では人1',Jli'.J現実／ト主践主体となる ，－：＿ き理論的
H-t投lを1：；， 、， 物質（／）j¥f ,jiリj片1；：＼）こよ t pピL、，さいが
1た〉とさ jLる。 ス々 ーリン，か， よことえどのよ ~） ,~_ L 
.',lit品＿，1;:（！）十日 え－fl均「i注目‘を強iぷiしζ も， 二との自主：（i)
主i誌を1住Ht!U)I']:'mr－こもたなレため， 強調すればす













































































































すス弐ヤ Lグfレ正 たるが， L LI可じ景のlf1.売河じ病院
に献血すれば美談になるのはなぜか，というところに





























































(ii 3) レ ょコン符， Nil{'t,i信，V｛『唯物論と経験批
判l治』（｜凶j民文w.1953年）.57, 162, 367へ‘ ν。
(ii 4) λ 々一世ン釘，ィJ堂治倫，；I•'. Ii弁事EいiYJilji'.物
,i翁と史的唯物論について』（国民文庫， 1950年）， 116～ 
117ベジ。
ens) スタ リ ：d＇｛ ，飯田貫·，，！＇.『ソ向 ~11にわけ
































L、らということ l土， r，然が自然！! l;fと連！葵iLごL、
る以外のなにごとをも意味しない。 というのは，

















































































































































































































































































































































































































































































































C il:1 ) マノレマス箸，城塚・田中］r'.If'経涜J、＂t・ 1' ＇戸
.＞＼＇（楠』 Ci"！彼文郎， 1968年〕， 94～95ページ。
(i: 2) マルクス n正済学・好子学＿1','•-t:i』， 97ベーシ。
( i 3〕 マルクス『経済学・析学館；植』， 84～106ペ
(it 4〕 マノレグス皆， 1r,坂i包郎訳『資本論』（岩波文
庫，議 1分冊， 1957年）， 139ベーシ。
(i七5) 『資本論』（第4分附），第24主主を参照。
(L6) マルクス著，真下1.; A訳『ドイノ・イデt









































































































































































消構造を調-i1f.L ' そ（I ）刊：十各 ~lljjt, Jうらにするために
は， 人間労働／J;i’l然生 L、かなど） /f( ijfcにおいてJIT
-J－ふ三どに 1比J)jしご I.、ゐカ‘iこ；t I l l /( Jト心， ♂と（／）
社会に正j
、t正してし、るか， 同岐に資本お主 CFf-J也けJfがU、；こ
れも 1，司じ人 I」~労働山口比宋；でありなが （）＇ にがし‘に
見なった力テコ、！）ーと LCど二上で I＇！、7:L tごし、ふ
んは， と L 、う点を，；／）j在 1－る二と；二七 ）］~fぜi主L/:t け
ればならなL、コ →定し＇）歴 0!(l)J）く（／）,-f1で生！戎する
経済構造とは， 「l然と人間との関係に／川、て]J1f述
ω理解にた J j方、ぎけ， 人間労働と：ω接的であら
賃労i到I), 'lt 4ふ IJ也Hrn－，川諮問係七 iよ本的fγ円前l
ど寸るものにほか 1'.i: 1－，川、／；，んで，h;:, 0 J全LJI jし
ば，貸労（助、 1.'{,f;:, 土地所千f;.t所HI日日系によ γ こ
包摂される経済空間におけと：，／、ケト’V ;:_: ,t，川、た
が 1句、；二iiiじ十るこ！っく＇） できな、、二 ＜｝） '- 'J）， 之ハト
ノレ（こ主 ' : ff ,-,~ Lるn専j在が ftr斉t1i.；宣 Cあら。 そし









なわれる十l会的諮問係の表示器でもある。 i:,, l: 
『資本論』が書かれたのは，労働子段の発達が産


















で点） I)' H十W／干に上る労働子段の改良が L／：行、に
i持l立を完成すらという道筋はあ支りにお!Iく， 安定
'-fこ永山供給元：保証されない時代には農民の夢に



















, ) 'I' 0 ' ' も ι〕 ／＿） It,, 員労働の原始的誌がiとか il: 
j山jリifl cl）原始的己主的｜ とL、うこと it' Hild；詰r1s1二t在、
正'.f,t.:ci' I (fウ：物モペ I) J虫 t'i 八：／•Ef/J 士： itl
,/1’：， , i1I:f Ur-1 c前＼m,;I, LてLハHヴJ1＇的ヤ上 JUI行1’ji ！.、
iiil(ri.~＞＇ l ／し： s'I，』 l,i,i: 山本e♂： よれ,j；エjI 
i I ;j；λJ Jケト：＇，1:'_ !1,'l:' ,':_;, 1 <,，，－ご，h心／い’～ 1' 1 , r'.J: 二
f1li1'（古生r'i一し、 >r肉己l母｛系；こti伝動的／ょウーJ！，；：どとゐこ




:.:t 象化－~ ;J, t二労働ci，｝：スi'品川），；｛必干
J止， 'ifをJ主どは無W-1係V)＇と士， t会のノ七；）｛（l)7K不在’
•JI 主 IU Ci汗（l'l'Jにも；！f¥{f1YJiこも＼ そ山’l:1':.t示JJょ；：
定（ヒ士 j'jよ： l: L二いふ＇！ cW1Jをfr,1,lしごL、ふ。 1/<Hl 
卜J、JI:h > f二本＇＇ l}J株ヤ＼＇i 1 t読1:; -iご？ i；ぇリト:i
¥ ＇－＇こわと＇＞：＇.、 l’if1ヒすると L、う に誌、＂ ,i1/:'/;'f出j
、＇， IBWiえし＇ IJよ企己－:C1lした I)' !TIWえペコlj取り
y労働仁－－ ?fl寺に必史t二1:t：じ／二万｛効力を体向：
ごさ〆J.t :., I，弘主体制l主：どと v＇） え心二と／仁ど；i、，
,/ 1 1' ft；労働 f'l'.,'J発jま：，二tf'j -J ;:, i, ，＿＇ノ： l-t ，＼い
点】 t:iJ込もJ二J也、川I'!7!;,_l）月巴沃！広A込J行Lt:'',








, C （二／；： ;f ,;/ L 
亡さ Jこと L、う特徴をも r ＞、：j 、、 ，，.）＇ plj I -I 7 ノ P ごr・
おける良栄ぴ／よ「J；二｝.号にびか仕る ！（山改良が，
W11n Ttけたやキ五日，＿／）ふり )J&: J:l，£し ！1'：、ぐ＆， --/:~if 
九、： ・cミ／；、二、 ) L；二；什、ラケメ7一山山手t－、でふと




]_ ' L- 吋ョ J
1仁刀し） 7：こe Jごιιら rl＊の農村における対象化さ
i u~ ・)1i! ≫1 (/1(,'-rn r.t, f!l:.i湿地を｜沼し、て水出化したり，
1, C1i1if JI IかんのJfvl<施設を設けたり m排水路
全？史的 Lたりし亡す；められてきた場rtが多L。
人1',J’Jj’f，劫u,rtrwがラ i’！丹、そぴ｝れのと合体L耕J-ltに
－~，たかも u也 iハ l ’ i 弁~， 1'r-J ~，，l立をJljl (t I ／；・ t＇とん IJヲ
，＇：； めら，1.-J / ,: n；むiJ' ／仁われてきたυで lわる。
｛也｝j、 インドジ）上うなれi!J:戎では， 労働手段の改
良でも fよければ， 士地改良でもなく， 生きた労｛動
vifH織ft:（村f存内分業の進展）という lf;で＇＋：産力の
発M沖、ぷ Lすすめられてきたとし、える。 内？？！ミ物と
L -, ,;1大地はそれ IL！体としぐあまり大きな意味を
七tニ－r,むし人土地を；＼f,Jljしうる労働者一の確保が
I/¥H必であ，，tこじ そ山ため十1統制！主も i；本では，
i也＇~’'.J~＇｛fJJ )j ~, yける（ ;KfF! の！？日発が進んだ中山~＇／~年の




ノ、！ Jγ ：－ /f•i ，）） ごとく家族経営の外官I＼に雇用労働j
)];) ；）刊iされこいるわけである。 カーストfljやジ






1：きて，， ＇るにもか /J.；／）らず， 土中諭がJfこは殺されて
L .!: ＇、， 川与の条ftj：とし、う薄明界卜二:j'.,;L、や「pれて
I f 



















































































, I' ~＇ゎl[,ic.'J 付 J ）経済構造主：ケ Lγ ヲート小H
v＇） それと比較｜ど）二と／う， 1,H，長i'./( fl、 主／とそJ）三
i ごJI，：；泊ハItlJ¥＇.：年正 1所 1>111/¥J足立（，： lザJ九点‘iこl 





_1＇（（じ二，；~［ L C ＇，、る制約を｝閃らかにでき，／ lば、 1.'i,ltz 
ムシ1寺f¥:;v'JI，く全泣え〈、 羽ftインド山農村経済構





); IJ一、； t' 外部tl：界内l百史t二上る規定'i！：令か心/j＼発す
ふJi＇ご iti'.i: '. ' 歴史ff;ri'U> 1}; I去にふふ経済構造ゾ｝
n・栴：？ ぇ，iJ''3 Jーし， Il：界史に七七ふげ：j-,j r"nーはう
i'1if i二、 tl’私1日体tハ七，> 5!Ui'HV Hを1171：にlt:ol変L
上うと仁；んんでL、る c-'）でんるこ
c11 J 件併＇ ' ~.n!_ l . ,t，，；ド，，，，ド ノ .-,: ::, ,:'1,；ら王＇，＼：
／＼『l且｛1,.1キ lY;てf」（'fJ jij ,'; i,I;, lYJfill) I叶；j・.i，.，「h九
！↓：問 1う／γ ＇， ート j！（－本1,t
C 2〕 ι-
E寸、とし：；，： ' 
／（！勺！I＼，，ド三 f: '1-IJ-.¥>:f p'r iノ .p.';1;¥'
＇，ぷ ＇i タフ > ~- :, i f、L、；：，
(I 1えぐたi'lJ!.c I なJ r, 許I '・ ιf・,'IきL 1）／，キ （；＇） 1/l,: 
ネfir





（『 ·'i·· ＇；三 r:'r 勺 I•よ弘と ·J 、 7 ，し ／ c＞ τI j': ノパ
(:! :3〕 ÷ ツヘ 1¥, ♂九乃ス・ L
r 』）
, 研究：引 ）＇.
『経；可＂；＇： Jiヒi』〔lfJK丈！中， 1958＂十一）， 301～302＇、ーゾ n
44 
en 4〕 マルグス託，［（，］坂逸郎訟『資本論』（＇／： 骨~文
l,jι，1957°1), :1 2分 il，第 I巻， 69ベジc
UL5) i"i:'f本誌』：l{4うよi蹄， 34,1ペー／。
Cd 6) マノL , J 汽， f6.｛＜十； A• fl戸広沢『経済学批判
i））＇制（苧’ 4"）』（たlI ,1}1,1 , 1959＂￥），おil2分 li, 185～ 
20:l、 ンをji{l.，本t，：＇；こ I（；王山学批判体系j,'Jブ弓ン i:1
i,'(l, ’、 「j{,;,;ji ；.＇こと： fζ 「1;,L、が， i , ! "'. I ! r,
I I j也吋i{ I I ! ; L i: I t'i’＇／； f,I場i・' > t'I',;(,; IJ, 'et+:!' 1¥ 
rt 1'，古川別1'H1¥.J I ,:,,rH，！＇，仁 あんいは「14家 J, I Iは
1,'. '?0); J i ; : ,'I I lf;界,Iii劾jのfljJ命とと ι仁，／ぺ、：
［伝子i'rγ’告tt;:1,') ；，；汽；： tってl工’ノi：成ぎ Jl .;',f：汗J二二
/}• !・ I,;!', Liうえジ






主に従事 L てし、ふアジア諸11~ にま川、亡， 同氏経済
ぴii'I、＇dヒを達成 L，＇；、速一 tr-経済発肢を実現するため
山1:.1, ［五要ti:1/l越とーちえられ口、る I¥ 1本や
台湾における農地改革がその後の高度成長を可能
にLたとfええんjl ＜：，や， 「－H也改：革こそ 1ci主主誌
ν＇）常時 iこr.t抗－tーィ3肢良 (I）武器I: , 2 ＇である，
-r:t:,JKさhゐ主うにな J ' た。
I:'.主
ご二では， 土地改：t(dこJ 山、て、 あるし、i土インド

















































































家族内に労働ここでも，AJH1：する時間を｛乍れる。何日勺 ストでふる 1'/ r '7←ラに pトイト ir、／：けのずj
畑地や家打数び）多レJ!J:;MJ=i少しずつ貯えを増し，:Hr＞す；二,t；けるけ7「 i--1Ji一主配力(I：でき、 〉「て ！J・, 
む十二ω農J:tを子に入れると水岡山きd：買ったり、/1 h引くなる（村の pにチャヤトの民主化などワ） ; -, ) 
小作には；＿：＿， ）のグイゥ。泊・あtj、｛1を吉台めたりする。少 Lj"っ民業経伝や土地所fi"inJかLt ド、
吉年労fih力〔早J）の乞；、京肢は‘との終i）寺会：
！［、，
,;'., 0 地主が総籾と肥料fけを供給する場合，全4'£,','1 c •＇ゥ
が，チ1・J也l:IJ~ 三頭山守二，!+tか折半される。他方，引でまず畑地を＇ i"'.,＇，；欠に Hl:-'t二合三 0l'i購入し，十！反
戸から水を揚げるための革袋などいっさし、の生広オぇい t) ~'.;: X:うj値）J汗と｜てfir｝（ハ栽il甘え怖を：i"i1!L・
全収量の：i分（｝） ゴが小｛十半iとバJし（，と供給すAU主、'U,i;ーを縦十＇r寸〆＇.，＇ J；：必要なf日，，〕小1士；tじめら
この階！凶から水田0）所布者；上：牛士いまえ：，ls: ;.:, 0 ぷj1,:) ; ~小限度グ）殺物かヴ二ラーラによ






". " , 
川市と＇！： ＇：；：上。 j古j,l；で稼いどり司
•t([-11 ~ H詩人寸るこども 1f存在と心
lい
，）、;I,4み， ) ；）、，：）＇と






I；ミX: '};'{MI行l二，＼る円七 lハ「＇), ',! I，ゐり
;,:'( ：＼ しり Ii~i,ri t If〆／ー；二上 》L パ I) ：， γンと I、f
生以Jt]J L三購入できなく／仁、？二、）、
ヒ／filJ'I ¥l, f系が長期にわた 2て継続することは少な
I 雇労働者の3年で'.¥ti） 》C＼、と：， 0 し jJち常1ノトlI :', i I t'1.1 t: {l~ 力.，， J，トゴ）イJi1J触崎氏一cふと：， 0 







けれせV弘、庁、ti :i？生活，j)ふ：＂， ：！，心点（こj't：.） ぐたちljc'~ ,j I, 
毎日のように雇用：土が変'i"itl'ti二t:c－，てL、るため，〉〈三ど：tィ、1J1ι ご／；，.＇／二。ツJi動＂／＇i'rIタいJ
特定の雇用主jゎ、 ζ4，不思議でi:tなし、。むしろ，民主労働者には， γ ミルzn1UJ( 1Jl）ごとに 1'I 
との間に 1雇契約以外山結びつきのないことを理ζ字ど .） IJ JIそ以muごIHJ山契約を枯ぶ年取とう
かれらは村内だけでなく近；性iEずる。慣習がある。fli者は lJ"2約を結ぶ l1 ij'~'f:71到j (iーの 2；毛士おかわゐc
マラヤなど独玄白ilj（まセイロン，国了でも儀／Jき，イ1'・二10出G'J籾〔 11では48・－？ドラスバジャヶ120ポンド〕




＼ 、後t・:t1 r~ :1マ










1 lrti 'J｛，民地広士＇（；，匂｛・j'る i/1＇多
if1fl行上し／， , i三ノJ;-tcく，'i:I）ノ
〈：唆ふi＜：され心 ，；＇） ・::'' 
L i二；）、 4｛、






















































































































































































































































































































よりも， Ji上 Iご ！•式に f立慌する＂ 1）与／ヤンよこ t）カ‘：J;'.l:'i 佐
')j隣i弱j干1;
主う O ：~tH を百十守栽端技術を｛$1(] L、:i分の l
の:i1J分小itをはじめ， i業牛を 2頭手に入れ2分,j)
l c1）刈分，J、1へ j_fiみ，畑地を陪人 I_, J約一：をt!al〆〉
C 1）＜：旧i二tlil f変更そ企だてようと L、う， 社会の［昼








































































農業J汀経済芋ti!誌』，む＇； 49巻第 I号，19日’T7月＇； )o 
( lt2) Ceylon Daily News, Nov, 28, 1967. 
（注 1〕 そa 色額や！！.IJ日lは未定。
（注 4) Grigory Kotovsky, i¥grarian Reforms 
in India (Translated from Russian by K. J. Lamb-
kin，下；ewDelli, 196めノ！主主照。
（注5) 福武直，大内力，中根千校者『インド村浴





（注7) W. A. Lewis，“Economic Development 
with Unlimited Supply of Labour," Manchester 
School (¥fay 1954). 
J. Robiason，“Economic Possibility of Ceylon，＇’ 
f匂,Pers of Visiting Eco舟omist,ed. by National 



























































































































































































































































































（注2) E. Kathleen Gough，“Caste in a Tanjore 
Village，＇’ Canbridge Papers in Social A河thropolo-
gy, No. 2 (1962), p. 19. 
( i :-i ) E. K. Gough, p.伺．
(,! 4) Ralph Pieris，“A Sociologist‘S Reflection 
on an Anthropologi伺 ICぉestudy，” Y恥 Ceylon
.Journal ィゲ Historical and Social Studi何， 、・ol.3, 
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